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第１回 白糸小学校のこどもたちの未来を考える協議会 議事録 

 

〇日時 令和８年２月１８日（水） 午後７時から８時４０分まで 

 

〇会場 白糸会館 

 

〇出席 

 【委員】 

  遠藤 寬    会 長 田村  勇太  副会長 安藤 沙弥  委 員 

  石川 裕美   委 員 小長谷 拡司  委 員 伊藤 竜太  委 員 

  小池 あかね  委 員 馬飼野 公洋  委 員 古屋 博正  委 員 

  大槻 吉一   委 員 佐藤  清隆  委 員 渡邊 寛   委 員 

  齋木 隆久   委 員 遠藤  佳之  委 員 渡辺 佳正  委 員 

  渡邊 里乃   委 員 

 

 【事務局】 

  望月 俊伸  教育長          石川 佳和  教育部長 

  佐野 浩市  教育総務課長       斎藤 治   学校教育課長 

  佐野 達也  学校教育課参事      植松 弘美  教育総務課主幹兼総務係長 

  土橋 彦六  教育総務課総務係     中村 日出和 教育総務課総務係 

 

〇次第 

 １ 開会 

 ２ 教育長挨拶 

 ３ 自己紹介 

 ４ 会長及び副会長選出 

 ５ 議事 

  ⑴ こどもたちの未来を考える協議会の進め方 

  ⑵ 白糸小学校の再編に関する教育委員会からの提案 

 ６ 次回の予定 

 ７ 閉会 
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〇会議内容 

 １ 閉会 

 

 ２ 教育長挨拶 

  （教育長） 

   白糸小学校のこどもたちの未来を考える協議会の開催にあたり、教育委員会を代表し

て一言御挨拶申し上げます。 

はじめに、本日御出席の皆様方におかれましては、御多用のところ本協議会の委員を

お引き受けくださいまして、誠にありがとうございます。また、日頃から白糸地区に住む

こどもたちを温かく見守り、支えてくださっている保護者の皆様、地域住民の皆様に、こ

の場を借りまして心より感謝申し上げます。 

さて、白糸小学校は、世界文化遺産富士山の構成資産である白糸ノ滝を抱える環境の

中で、「笑顔いっぱい輝く子」を育てるために、地域とともに歩み、これまで多くの卒業

生を送り出してこられました。これまで先人の皆様がこの学校に寄せる愛着と、これま

で注いでこられた情熱は、私たち教育委員会としても十分に承知をしているところでご

ざいます。 

しかしながら、現在、少子化の進行により、これは決して富士宮だけの問題ではなく

て、全国的に少子化が大きな問題になっているところですが、本市全体においても児童

生徒数の減少が進んでいるところです。これからの社会の担い手として、予測困難な時

代をこどもたちが自信を持って力強く歩んでいくために、学校ではこどもたちが集団の

中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて思考力や表

現力、判断力などを育み、社会性や規範意識を身に付けさせることが重要になってきま

す。そのためには、一定の規模の人数を確保していくこと、つまり学校の統合も避けては

通れない課題だと私どもは認識しております。 

本協議会では、昨年及び今年に開催した意見交換会の状況や今後の児童数の推移など

を踏まえて、未来を見据えた白糸小学校の再編の方向性について議論していただきたい

と考えております。 

委員の皆様におかれましては、白糸地区のこどもたちにとってより良い教育環境がど

うあるべきかを念頭に、議論していただくことをお願い申し上げ、私の挨拶とさせてい

ただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ３ 自己紹介 

   委員及び事務局の出席者が自己紹介を行った。 

 

 ４ 会長及び副会長選出 

   選出について、事務局案を提示し、これが承認された。 

 

  （教育部長） 
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   協議会の会長につきましては、この白糸地区で最も区長経験の長い狩宿区長の遠藤委

員、副会長につきましては、保護者の代表である田村委員に御就任いただきたいと考え

ております。（委員の拍手をもって承認された。） 

 

  （教育総務課長） 

   ここで会長と副会長に一言ずつご挨拶をいただきたいと思います。 

  （会長） 

たまたま早く、一昨年から区長になったわけですけども、他のメンバーからすると、約

１年長くやっているということで仰せつかりました。その中で、せっかくこういう教育

委員会の方々のいる場なので、今日も何か一言、自分たちの思いをこの場で語っていた

だいて、これからの地域の学校に対して、意見を皆さんから一言いただければなと。これ

から、会合が何度かあるかと思いますけども、そのときに一言も言わないで帰ることの

ないように、自分の思いをここで話し発言してやっていただければいいのかなと思いま

す。和気あいあいとした中で、堅苦しくならずやっていければと思っていますので、よろ

しくお願いいたします。 

  （副会長） 

   副会長を務めさせていただきます。令和８年度のＰＴＡ会長をやらせていただきます。

今、会長がおっしゃったように、せっかく皆さん集まっていただいたので、本当に意見

を出し合わないと、お集まりしている意味もあまりないのかなと思うので、ぜひ意見を

活発に出し合いましょう。お願いします。 

 

 

 ５ 議事 

  ⑴ こどもたちの未来を考える協議会の進め方 

    本協議会の概要について、下記のとおり説明を行った。 

   ・目的：再編対象校の地域住民、児童の保護者及び未就学児の保護者等を委員として、 

こどもたちの未来を第一に考え、地域主導で学校再編の方向性を協議する場である。 

   ・協議内容：①学校再編に関する方向性、②その他学校再編に関し必要な事項 

   ・開催回数、期間：回数は３～５回程度、期間は半年～１年程度※ただし、協議会の進 

捗状況によってはこの限りではない。 

   ・進捗状況の周知：協議会ごとの内容をまとめた「こども協議会だより」を作成、市の 

HPへの掲載や地区への回覧を実施する。 

・協議の終了：方向性が決定したら、意見書を作成し、意見書の内容が決定した段階 

で協議を終了する。また、協議会で結論が出ずに長引く場合は、協議を再開するめど

を決定した上で、一旦協議を終了する。 

・意見書の提出：決定した意見書は、会長・副会長が教育長に提出する。 

・協議会終了後の流れ（統合する場合） 

①代表者会議・・・統合を行う学校の代表者同士で統合時期等を決定する。 
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②統合準備委員会・・・①に教職員を加え、学校の統合に関する具体的な事項を決定 

する。 

   ・会議の公開：会議は原則公開とする。 

 

  （会長） 

   ただいま事務局から説明がありましたが、ご質問等あればお願いいたします。 

  （委員） 

   協議会終了後の流れで、代表者会議と統合準備委員会とありますが、これは並行して

やるのか、それとも代表者会議が終わった後に、統合準備委員会をやるのか。そこだけ

お願いします。 

  （教育総務課総務係長） 

   代表者会議が終了後に、統合準備委員会に移ると考えております。 

  （委員） 

   代表者会議のところで、学校統合を行うこの協議会から代表者をそれぞれ出すと思う

のですが、これは全部で何をどのくらいまで何名なのかをちょっと教えてもらえばと思

います。 

  （教育総務課総務係長） 

人数的には特に何人ということは考えていないのですが、統合する学校のそれぞれ代

表の地域の方だったり、保護者の代表だったりというところが入っていただいて、会議

を設けたいと考えております。 

  （委員） 

   学校の数はいくつですか。 

  （教育総務課総務係長） 

   いくつかというと、この後資料の方で提案をさせていただくのですが、西富士中学校

区での統合を提案させていただきますので、その場合ですと、上井出、白糸、それから

今、小規模特認校をやっておりますが、人穴小学校というところで、３校という提案に

なるかと思います。 

  （会長） 

   他にありますか。それではないようでしたら、このような形で協議会を進めてまいり

ます。 

 

  ⑵ 白糸小学校の再編に関する教育委員会からの提案 

    現状と課題（学校再編の必要性）及び学校再編をすることによって得られるメリッ

トを説明したのち、西富士中学校区の小学校を１校に集約する案を提案した。 

  （会長） 

   何か質問、意見ございますでしょうか。 

  （委員） 

   西富士中学校区に一つに集約するということ自体は、実は私達が小学校から中学校に
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なってから上井出中と白糸中が一緒になって西富士中ができたという経緯になるので、

それをすることは全く私自身は抵抗ない。むしろその方が今の環境では望ましいとは思

っております。ただ問題というか、心配なのは、それをしてもまた数年後にまたどうか

ということに起こり得ないのかということでしょうか。 

  （委員） 

   説明がよくわからなかったのですが、ただいまおっしゃったように、学校再編によっ

て得られる効果ということで、令和８年、９年、10年、11年、ここまではいいんですが、

その後はどうなっちゃうのかなとは思います。やはり、上井出、人穴、白糸というのは、

西富士中学校区ということで、我々も西富士中で卒業して、卒業生とは今でも親しくし

ている人はいますので、そういった意味では小学校から近くに、小規模で地域が狭いで

すけど、いいことなんじゃないかなと思いました。統合の課題というか、先生の数とか

がどうなっちゃうのかなと。今の教育現場が、生徒に対して、先生の数が足りているか

どうかとか、いろいろとその割り振りも問題になってくると思いますので、統合という

のは私は賛成ですけど、早急なというか、方向性としては統合でいいんじゃないかなと

思います。やっぱり複式学級というのは、本当に避けてもらいたいなと思っています。 

  （委員） 

   意見交換会に出席ができていなくて、今資料を見ながら、どういった御意見が出てた

のかななんて思いながら見てましたが、まず３校統合という方向性で、いいのかなとい

う部分と、今この小規模の学校で、この間一番下の子の入学説明会に行かせていただい

て、そのときに、校長先生から、小規模だからこそこういうメリットがありますと、先

日聞いたばかりなんです。それですごく先生の目が行き届くというところと、今、縦割

り活動とかを結構やっていただいていて、上級生や下級生とコミュニケーションを取る

という場がすごく設けられているような気がしていまして、そういった中で小規模の良

さというのを、最近聞いたばかりなので今回３校が一緒になったとしても、すごく多い

人数にはなりませんが、どういったことを考えていかなければいけないのかなというの

が正直な考えです。 

  （会長） 

   確かに、小学校の児童数で言うと、１人の先生が、５人とか 10人とかを相手にしてい

るわけで、昔 30人、40人程度を見るよりは、細かいところまで目は行き届くのかなとい

う気がしますけど、逆に言うと、クラス替えがないということは、何かあったときに、

ずっとそのまま、卒業するまで変わらないというふうに考えるわけですよね。そうする

と転校するしかなくなってしまうので、そうなってしまうと、またいろいろとこの地域

の過疎の問題についても拍車がかかっていきかねないかなとも感じています。また、人

穴小学校は小規模特認校という別の活動を今やっているので、なかなかスタートしたと

きに一緒にすぐこうという話にはなっていかないかもしれない。その中で、上井出と白

糸、この 2 校をというのは多分教育委員会の方々の今の考えかもしれません。その中で

新たに一つの学校を作ってしまうのか。今ある校舎そのものを流用しながら、白糸小学

校に集めるのか、上井出小学校に集めるのか。またまた西富士中学校の中に、空き教室
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があるので、小中一貫としてやるのか、そういう方向がいろいろこれから課題として出

てくるんだろうと思います。そうなったときに、逆に言うと、保育園が各地域にありま

すけど、そこがやっぱり少数になってきているのだろうと。このデータの中ではわかり

ませんが、そこら辺も合わせると、どっかにまとめて、保育園から中学校までの一体化

したものをという考え方もある。そうなったときに、例えば西富士中学校に、保育園か

ら中学校までの一貫校としてやっていこうと考えるのであれば、あまり変わらない状況

だろうとおもいます。これが上井出小学校の方へ行きましょうというと、白糸の端の方

から通うとなると、かなり距離が遠くなる。白糸から上井出に行くときに、人通りの少

ないところを通らなければならないというところに住んでいらっしゃる方もいるのかな

と。そういったところの通学に対するいろいろな不安を親御さんとしては持つのではな

いかなと思います。 

  （委員） 

   お願いしたいのですが、今回西富士学校区ということで、白糸、上井出、人穴小学校

という話が出ていますが、今この協議会を開くのは、白糸と上井出でしょうか。 

  （教育総務課長） 

現状はそうです。 

  （委員） 

できたら、会議は公開ということですから、こちらの協議会の部分の話がオープンに

なっているのと同時に、上井出の方の情報をこの席で提供していただいて、紙面での情

報交換ということになるでしょうけど、やはりそのような形で上手く進めていただけれ

ばと思います。それから、今日は保護者の皆さんが来ていますから、一つお願いしたいの

は、やっぱり私たちが大人目線で見ていますけど、やはりこどもたちが将来、この地域か

ら社会に出ていくまでのスパンで見ているかもしれませんけど、こどもに良い機会を与

えるような環境を作っていくということを大事にしていかなければならないと思います。

ですから、大人目線は大事ですけど、こども目線で夢と希望を持った社会の中に、これか

らそのような中で成長していくんだというきっかけが作れるような環境が、この統合問

題の中でもそういう芽を潰さないような考え方ができればなということでお願いします。 

  （委員） 

   児童数の合計に男女比が書いてなくてわからないんですけど、実際、来年度の１年生

に関しては、女の子が１人に対して、男の子が３人とか、すごく男女比にもばらつきが

出てきているわけです。お母さん同士の話でよく出るのは、やっぱり女の子１人があぶ

れてしまう。逃げ場がない子がいるという話を聞くので、そういうところを考えると、

やっぱり総合した方が、そういう逃げ場が作れるのかなとは思います。この推移を見て

いくと、やっぱりスピード感のある対応が大事になってくるんじゃないかなというのは、

ひしひしと感じています。 

  （委員） 

先ほど市の方の説明を聞いて思ったのは、会長もおっしゃっていましたが、人穴小の

ことが気になって、特認校だからこそよそから行かせる保護者の方とかもいるだろうし、
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地域一体で頑張っていると思うので、本当にそこが統合されるのかという疑問と、今ま

での懇談会資料にもあるんですが、やっぱり３校が統合しても、この先の少子化によっ

てまたどのみち人数が少なくなって、また統合となるのか、毎回懇談会でその辺の意見

が出ていると思うので、西富士中学校区だけでなく、この先は何か考えていらっしゃる

のか聞いてみたいです。 

  （教育総務課長） 

   それではまず、その先の話をさせていただきますけれども、今、市の方でこのような

協議会を進めているのが基本方針に基づいて、複式解消もしくは複式になり得る学校を

複式にさせないようにというところで取り組んで、このような協議会をやっているとこ

ろでございます。そのような方針しかないものですから、来年度、学校の再編に向けた

計画を策定する予定でございます。その中で、もっと先を見据えた計画案が示せるのか

なというように考えています。 

   先ほど人穴小学校の特認校のという話がありましたが、今、来年度の４月からに向け

て準備していて、数名の子が通うような状況になっております。ただ、それがいろいろ

なとこから来て、複式が解消されるようであれば、それは人穴小で単独でやっていただ

いても構わないのですけれども、それが結果として、小規模特認校制度を使ったけれど

も、人が来なかったということになれば、結果としてこの白糸地区と上井出地区の統合

と同じ時期になるかはわかりませんが、小規模特認校次第では最終的には西富士中学校

区の一つの統合になろうかと考えています。 

  （教育長） 

   先ほどスピード感をもってというお話も出てくる中で、先ほどの提案で西富士中学校

区でというところは、もうここの協議会の中だけの話で進んでいけば、年数はわかりま

せんけれども、何年後かというところを考えていけるのが、まだ出生数とかその辺もこ

の先のことでまだわからない部分がありますが、それを計画の中である程度長期的なこ

とを見越したときに、もう少し大きなエリアで、例えば井之頭とか、北山、上野とかも

含めてとなると、かなり時間がかかります。ですので、まずはこの白糸小のこどもたち

のより良い環境を作るのに、じゃあ 10 年、15 年先まで待って広いエリアで一つにして

いきましょうかというのは、私としてはそこまで先送りはしたくないなという思いがあ

るものですから、その後、計画の中でどのようになるかというのは、こどもの数にもよ

りけりですけども、まずは、今のこどもたちにできるだけ早く良い環境を整えられたら

なということで、提案としては西富士中学校区でというところを出させていただいてお

ります。 

  （会長） 

   そこで一つお願いがあるのですが、今、白糸小と上井出小の児童生徒数の推移は、今

いただいた資料の中である程度言えるわけですけど、他の地域の推移がどうなっていく

のかというのがやっぱりちょっと気になるので、今、教育長から大きい範囲をしようと

すると、それだけ年数がいろいろなところで話し合いを重ねなければいけないので、年

数がかかってしまうというようなお話もございましたけど、私達としてもそんな長くか



7 

 

かることを希望しているわけではないのですが、先ほどの意見にもありましたが、また

もうこれで５年後には、上井出と白糸が一緒になっても 30人程度の児童数になってしま

うという数字が出ていますよね。そうなったときにまたもう１回やり直しましょうとい

う話が出てくるわけですね。 

  （教育長） 

   今のところは、先ほど教育総務課長が言いましたけれども、複式学級は避けようとい

うところでスタートしている部分があるので、理想は会長おっしゃったように、クラス

替えができる２学級以上というのが、政府の方針でもあります。国からの適正規模とい

うところに該当してくるわけですけども、先ほど、男女比の話もありましたけども、本

当はクラス替えができたりとか単級ではなくて、２学級以上でクラス替えもできたりと

いうところで、より協働的な学びを実現しやすいかなというのがあります。一クラスに

数人というよりも、30 人となれば、またそこでの活動というのは広がっていきますし、

クラス替えができないとしても、例えば友達同士で活動するようなときには、こちらの

子とちょっとうまくいかなくても、あの子と仲良くしてというところで、逃げ場という

先ほど表現がありましたけど、そういうところも保障されるとよいなと思っているとこ

ろです。そこを本当にリアルに富士宮市でやっていくとなると、今、数値的なものはあ

りませんが、じゃあどれだけの学校を一緒にすればというと、もしかしたら本当に富士

宮市の小学校が今、21校ですけど、それが半分くらいになっていくということもありま

す。現実的にその数に集約していくというのは時間的なこととかを考えたときに、今の

時点でそういうふうにそこを目指してやっていきますというのは、現状ではちょっとお

話をする段階では今のところありません。 

  （会長） 

   生徒数が少ないと、どうしても競争心というのが生まれにくくなるのかなと。我々の

西富士中学校時代は、学年で 100 人ずつくらいいました。そうなると、あいつには負け

ないとか、何かして、１点でもテストの点が良くなるにはどうしようかなって一生懸命

勉強したりあるんでしょうけど、10人程度の人数の中でいくと、またこの点数だったか

なって思ってしまう。かけっこをやっても、あの子は足が速いから適当に流せばいいや

というような、競争心がなくってしまうのが怖い。小さい学校から西富士中に行ったに

しても、あまり大規模ではないので、高校へ進学したときに、出身者が５人しか行かな

いよ、片や 20人とかいるよという話になります。どうしても少数派閥になってしまうの

で、とりあえず６クラスにわかれてしまうと、何人が元中学校の人がいるかなと考える

と、ちょっと寂しいかなと思います。そんなふうなことを思うと、ある程度の規模にな

った方が好ましいのかなと私は感じました。それは今、教育長がおっしゃられるように、

時間のかかる話ですし、それだけ大きい器を用意するにはお金もかかる話もありますの

で、上井出と白糸と一緒になっていただいて、今より規模を大きくして、そこら辺の問

題を少しでも解消に繋げたいという考え方で、私どもは受け取っておけばよろしいでし

ょうか。 

  （教育長） 
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   そうですね。 

  （会長） 

   10 年か 20 年か先にはまた統合する話が出てくるかもしれませんが、今の状況では上

井出と白糸ということで… 

  （教育長） 

   提案としてはそのように考えています。 

  （委員） 

  人数が非常に少ないんですけど、12 年には６年生が 14 人と書いてあって、複式学級に

ならないという形だけではなくて、もう少し今から集めるような形をとっていかないと、

結局こういう地域に暮らしていると、学力的に非常に不利になってくると思います。で

すから、もう少し北山とか上野とかそういうのを合併して人数を増やしていくような考

えが私にはあります。複式学級だけを解消という小さい問題ではなくて、もう少し広い

目で見てかないと、地域の要するに学力レベルとかそういったものがだんだん低下して

いってしまって、ついていないこどもがたくさん出てくるなというふうには思いました。

もう少し小さいことじゃなくて、もっとでかい規模で考えていかないと、５年後にまた

考えてやり直すというのはちょっと無理だと思います。実際には、今からやっていかな

いと、５年後のことを今考えていかないと、なかなか難しいと思います。こどもの教育

ということを考えると、親としてはなかなかそこに通わせたいとは思わない。うちの地

域の人が中学校に行く際に、下の方の学校に行ってしまいました。そういうことも考え

ていただきたい。 

  （委員） 

   最初に、こども目線で考えるべきだというお話があって、私もそれは本当に大切なこ

とだなと思います。今、児童生徒にアンケートをとると、小規模校の子、複式学級の子

子、それから中規模、大規模校それぞれこどもは今の環境に慣れると、そこがいいなと

いうふうに思っているようです。だから、大人から見ると、クラス替えができる環境の

方がいいじゃないかと思えても、こどもは必ずしもクラス替えができるとそれが楽しみ

というところもあるのですが、私は上野、北山もまとめてというところまでは今の段階

では考えなくてもいいのではないかなと私は思っています。 

   それで、学力の面で言うと、小規模校と、中規模校、大規模校で単純に学力という観

点からしてそんなに私は差はないかなと思っているのですが、それぞれ特質があると思

うので、それぞれの良さもあるだろうし、学力とかいろいろなこどもの学びの姿勢とか

という面で比較すると、その点どうなんでしょうか。端的に言って、私は小規模校は小

規模校の良さもあるし、どっちの方がいいかというそれぞれの良さがあると思うんです。

どっちがいいというのは、必ずしも決められないことだと思うので、客観的な数字とし

てもし教育委員会で、その辺お話が聞ければなと思います。 

  （学校教育課長） 

学力とか今、委員がお話してくださったとおり、学校による学力の差というのは、基本

的にないと私も思っています。大規模校だから、中規模校だから、小規模校だからという
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ことが理由による差はありません。市内小学校 21校、中学校は 13個あるのですが、様々

な規模の学校がありますが、全てどの学校も今いる教職員もこどもたちも一生懸命やっ

ていますので、それぞれの学校が一番、どの学校も一番良い状態で教職員も学校活動を

行っていますので、規模による学力の差というのは、基本的にはないと私も思っており

ます。 

  （会長） 

   学力の差というのはそんなにないでしょうけども、スポーツや部活動、そこにおいて

は非常に差ができている。中学校の話ですが、ナンバースクールでさえ、例えば野球チ

ームが構成できない。だから３校合わさってチームを作る。そうなれば、当然普段は各

自の学校で、キャッチボールとかやるのでしょうけど、試合になると連携ができないと

いうか、そういうチームプレーを、教育の中でもそういうことも必要なものだとは思う

んですが、そういう意味で小規模校になってくると、今西富士中学校でも単独で活動で

きるのは一つか二つです。それしかないとなると、野球は僕がやらないよってことであ

れば、何もやらないという、部活動をしないという選択肢や部活動をやるなら他に行く

という選択肢になってしまう。そういうことが逆に生徒数の減少に拍車をかけるような

気がしているんですが、この辺はどうでしょうか。 

  （委員） 

   部活動については、これから地域単位で考えて、地域というのがどこまでの地域に含

まれるのかというのはそれは議論があるんですけども、部活動のあり方が学校単位では

なくなってくる可能性が、国の方針としては、そんな方向に向かって動いています。指

導者も顧問という形より、外部の指導員を入れて地域でやっていくという方向性はある

ということです。我々の時代からすると、そんな話考えられないんですけど、部活動自

体のあり方は今後大きく変わってくるんじゃないかなと感じています。今、議会の委員

会でいろいろな規模の学校を見てきて、それぞれの良さというのは感じているんですが、

教える先生にとってどのぐらいのニーズが先生にとっては一番良いんですかというと、

やっぱり目が届いて、なおかつ競争心も生まれて、個別の指導ができるという点という

と、その先生は 20 人規模ぐらいが一番いいなということはおっしゃっていました。私、

白糸小にこどもが世話になったときも大体 20人で、全校で 120人ぐらい、非常にいい環

境でした。クラス替えはなくても、中学に行くとクラス替えがありました。今は中学で

もクラス替えはちょっと難しい状況になってくるかもしれませんけど、参考として、20

人ぐらいが一番先生にとってはいいというお話は聞かせてもらいました。 

  （学校教育課長） 

   部活動による児童生徒数の影響ですが、現在も行っていますが、例えば西富士中学校

を例に挙げると、男子は野球とバスケットボールで、女子はバスケットボールとソフト

テニスということで、例えば今言った部活動以外に、入って活動したいという場合は、

就学指定校変更という制度がありますので、例えば陸上をやりたいと思っている子が陸

上がある学校、近くでいうと上野中であるとか、大富士中の方に行って、陸上部の活動

をしたいという場合は、そういうことも中学に上がる時点で、申請をしていただければ、
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通う学校を変更することができるような形で対応はできます。それによって西富士地区

のこどもたちが西富士中以外の学校に行って、西富士中の生徒が減ってしまうという現

象はあると思います。また、先ほどの野球の話を例に挙げると、夏に３年生が引退をし

てから、１年生の新しいチームで活動が始まっているのですが、野球を例に挙げると市

内で単独でチームを組んでいる学校は 1 校もありません。それぐらい、各学校、一番大

きな富士根南中学校でさえ、単独でチームが組めないというのが現状です。 

  （委員） 

   中体連はやっていないのでしょうか。 

  （学校教育課長） 

   合同チームとして大会には出場しています。競技によってまた違いがありますが、合

同チームで市内の地区大会から参加して、勝ち上がっていくと上位の大会に進んでいく

というケースがあります。 

  （会長） 

   だいぶお時間が差し迫ってきましたので、とりあえず私の方からお願いがあるんです

が、例えば前段で話しましたけども、白糸小学校の校舎を使って、西富士中学区の小学

校を統合する。もしくは、上井出小学校の校舎を使って統合する。そういったときのメ

リットデメリットっていろいろあるかと思うのですが、皆さん何かこういうことが心配

だよとか、何かありますか。 

  （委員） 

   今、小学校２年生のこどもがいまして、２年生が今 14人で、下の子が年中でして、こ

の資料見ると９人になっているんですけども、下の子の友達がたくさん多い中、他の園

に通っているものですから、小学校に上がるときにちょっと少なくなってしまうことが

懸念で、びっくりしてしまってどうなのかなと思いました。なんとかしていかなければ

いけないとは思うんですけれども、前回の意見交換会も参加できていない中、教育委員

会の方から西富士中学校区を一つにしてというような提案があって、委員から言われた

とおり、数年後また合併になるのではないか。自分がいろいろなところを転々とする中、

富士宮はあまり統廃合がなかったように思います。自分が伊豆半島に住んでいることが

ありまして、10年くらい前でしょうか、天城、中伊豆の方ですごい離れた小学校が一つ

の小学校に統合されました。こんな距離をこどもが歩いていくのか、それとも親が送っ

ていくのかといった小学校が統合されて、また統合されていく。また先ほど意見もあり

ましたけど、保育園も一緒にしていこうというのを進めているようです。 

クラス替えができる規模の人数が学年で必要なのか、必要じゃないかというような話

も聞いたりもするんですけども、大体人数でいうと 35人ぐらいだと思うのですが、その

くらいですか。 

  （教育総務課長） 

   ３６人から二クラスになります。 

  （委員） 

   やはりこの地域だけでは、それがあるべき姿とするのであれば、北山とか近くの小学
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校も一緒にするべきではないかというのが一つです。もう一つは通いはどうなのかな、

向こうから来てもらうと、すごい距離としては遠い。天城の話もしましたけど、やはり

遠いと思います。今そういった統廃合がなかった地域で考えると、すごく遠くてちょっ

と現実的ではないなと考えるのもあります。自分のこどもで考えると、本当に数年後に

４人になってしまうという急場の話と、あるべき姿を考えると、今急場しのぎで、一度

この地域で統合して、あるべき姿として第２段階として、もっと大きい規模で考えると

いう二つの段階で考えるべきではないのかなと思います。第１段階で考えると、地域の

方もまだ移りやすいといったメリットもありますし、ただと新たに小学校をつくるとい

うことも難しいなと考えていますので、どこかの小学校に集約するべきなのかなとも考

えますが、他の地域の統合とかを見ますと、小学校中学校が一貫教育というのはちょっ

とした流行なのではないか、進めている地域が多いようですね。富士市もそういったこ

とをやってきましたし、静岡県内でもいくつか同じ校舎で小学校中学校が一緒になった

ところも増えてきているようです。であれば、先ほど言ったように、白糸小学校、上井

出小学校なんかではなくて、西富士小中学校の一貫教育としてやっていくのを考えると

ころです。メリットとしては多々あります。小学生にしてみれば、中学校の校舎ですの

で、専門的な部屋もあるでしょう。理科室、音楽室が整理されているかと思います。保

護者としてもメリットあると思うんです。例えば、中学校の行事、小学校の行事、同じ

運動会として一貫してやればいいと思います。小学生が中学生に上がるときの不安も取

り除ける。小学校と中学校の先生も交流ができることで、むしろ高い教育ができるかと

思いますし、３校の校舎が一つに集約できるというのも、経済的にもいろんな意味でも

いいなと思いました。自分の調べたところと皆さんの意見を総合するとこんなところか

なと思って話させてもらいました。 

  （委員） 

   そう、この学校の懇談会というのは今までで３回やられていますけど、ここの会館で

行ったのは 11月だったと思うんですけど、重大なこういう大きな動きのことなので、も

うちょっと早く説明会とかができなかったのかなと思っています。これが大きい統合と

いうことになると、早く進めていかなければならないと思う。 

  （委員） 

   資料４にある学校再編によって得られる効果ということで、人数のところに黄色と濃

い黄色に色分けされています。それ以降からがくんと人数が減ってくることになります。

私がここで言いたいのは、こどもの立場で考えれば、友達は多い方がいいと。ただ、大

きく環境が変わりすぎるほどのことでやってしまうと、こどもも大変、親も大変、まず、

手が届く範囲で統合されて、当然、少しでもやっぱり多くいた方が、今のこの環境の中

でいったら、この西富士中学校区ということの中の統合を申し訳ないけど、早く進めて

いただいて、友達同士がやっぱり大勢いた方が、こどもたちにとっては楽しい思い出と

か、それからまたいろいろな部分でやはりお互いに成長できるきっかけというのがある

んじゃないのかなと思います。ここを過ぎてしまうと、統合が遅くなってしまうと、や

はりこどもの機会というものを失ってしまう方が多いんじゃないのかなと。そこを考え
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れば、この部分を一つのハードルとして、やはり今進めていくということが大事じゃな

いのかなと、このデータから見てそうお考えになったらどうかなというようなことが私

の意見です。 

  （委員） 

   まず、最初の方に会長からもあったように、西富士中学校というのは、上井出、白糸、

人穴から西富士中になるから、西富士中学校にということはいいことかなと思います。

それに対して、通学の支援とか放課後児童クラブとか、そういうのがすごくしっかりし

てくれれば、支援して、皆さんも預けられるかなと思います。 

  （委員） 

   前提として統合するということでいいのでしょうか。それはもう決定で、再編すると

いうことに嫌だと言ったらそれはどうなんですか。それを先に聞いておきたくて。 

  （教育長） 

   基本はもう再編、統合に向けてこの協議会を立ち上げているので、その方向性でお願

いしたいと思います。 

  （委員） 

   将来的に中学校も統合する可能性はありますか。西富士中が例えば、５年後、10年後

にまた北山中とか他の中学校と統合される可能性はありますか。つまり、西富士中がな

くなってしまう可能性はあるのでしょうか。例えば、小学校は小学校で、ここで一緒に

なったとして、要はこの地域から小学校が残ったとしても、中学校がなくなってしまう

可能性というのもあるのかなと思いまして、今回は小学校の話ですけども、いずれ中学

校も人数はさらに減っていって、中学校もどこかと合併させましょうみたいな話が、例

えば 5年後 10年後にまた出てくる可能性があるのかなと。 

  （教育部長） 

   すいません、今、先の話はちょっとできませんが、今考えているのは、やはり西富士

地区の小学校が残って、その子たちが行く中学校が例えば、北山中に行くというような

考え方を持っておりません。ですので、もし西富士中が、将来こどもが減ってきて、北

山中と一緒になるということであれば、一緒に小学校と中学校セットというふうに考え

ておりますので、学区に小学校だけ残って、西富士中だけがなくなるというのは今のと

ころ考えておりません。 

  （委員） 

   例えば、白糸小と上井出小がどちらかに集約される場合と、西富士小中学校という形

になった場合で、地元に残る可能性としてどちらの方が可能性が高いのでしょうか。 

  （教育長） 

   言っていることはわかりますが、今どっちの方が可能性が高いですよということは、

我々がこの時点でこっちですよということはちょっと言えないというのがお答えになる

かなと思います。 

  （委員） 

   例えば、この協議会で西富士小中学校がいいですよという結論になったとして、それ



13 

 

を教育委員会の方に言ったらそうなるんですか。 

  （教育長） 

   要望ということでの意見書をいただきますので、できるだけその形に沿うようにこち

らは、完璧に出されたらもう 100％絶対ということはありませんけど、それに沿うような

形でこちらが努力していくということです。 

  （委員） 

   この表に中学校が入ってないので、中学校の人数が何人になるかというのをあわせて

見せていただきたいと思います。それから、表だと令和 13年だけど、今生まれたこども

の推計から、まだこれから生まれてくる部分がわからないからということで、５年後ま

でだと思うんですけれども、いわゆる出産年齢の女性の数というのは、もうあるので、

そこから、今の出生率から考えると推計できると思うんですね。あわせて見せてもらう

ことはできませんか。 

  （教育総務課長） 

   それは難しいですね。 

  （教育部長） 

   いたずらに変な数字になってしまうと、それを根拠でお話になられても困りますので

やはり今見えている数字でお示しさせていただければと思います。中学校の数はお示し

します。 

  （会長） 

   この地域に生まれ育った人間で西富士中学校に対して距離が遠いのかどうか、あまり

違和感を覚えている人は少ないんだろうなと思います。私もそうですから。狩宿の一番

下の方なので、一番遠いところなんです。上野中も大差ないです。北山中も広い道を通

れば大差なく行ける距離ではあるんですが、やっぱり地元、西富士中学校に行くと、同

級生も多いですし、そういう思いもあって、西富士小中学校という形で、一旦進めてい

くのであれば、皆さん多分ここでお子さんを中学生まで育てる方であれば理解がしやす

いかなと。これで上井出に行きましょうとか白糸に行きましょうとなると、今まであっ

た小学校が今後はここなんだってとなるとちょっと違和感を覚える可能性はあるのかな

と思います。ただ先ほどからありますが、５年たったら 60人しか小学生がいないよとな

ったときに、そこから５年先いったら、またどこかと統合の話が出てきちゃうのかなと。

一貫校であればそれが避けられるということであれば、小学生の年齢の子たちが少なく

なっちゃうと、やっぱりそっちを考えた方がいいんだろうと思うんです。中学校も何か

しらそのころには考えなければならない話だと思います。したがって、一遍に大きくす

ると合併する期間、話し合い期間が長くなるので、そうするとこどもたちに不利益が増

えちゃうのかなと思うと、すごく悩みます。できるだけ早い段階で、委員からもお話あ

りましたけど、こどもたちに元気があるうちに場所を作っていくのが、この地域のこど

もたちにとっては一番いいことなんじゃないかなと思っています。 

   内房でも協議会はやっていますよね。この協議会でそういったところの話なんかも、

興味深く聞かせていただければ嬉しいし、街中の学校でもこどもが少なくなって減少し
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ている小学校がいくつかあるように、聞いております。そういう学校はこういう話が出

てきていくのか、まだそこまで生徒が減りきっていないので、まだしばらくそこは、そ

のままにしておくという考え方なのか、そこら辺もちょっと聞いてみたいなと思います。

これはもう、北部地域とか芝川地域とかという話ではなくなっているのかなと。こうい

う話は保護者の方と、そういう方々、これからの小学生を抱える親御さんにとっては、

非常に重要な話だと思うので、ぜひそういう話も皆さんにお聞かせいただきたい。 

   ８時３０分になりましたが、皆さんよろしいでしょうか。 

  （委員） 

   先ほどもありましたけど、本当にスピード感をもってやらないとまずいと思います。

こんな状態まで放置してしまった大人の責任はすごく大きいと思います。できることで

あればもう来年度、令和８年度からもう始めたいところの気持ちはあると思います。も

う本当に１年間で話を決めて、令和９年度からはもう統合するぐらいのつもりで、でき

ない理由を考えたら本当にいくらでも出てくると思うんですけど、そうではなくて、で

きる理由を考えていただいて、皆で協力して、意見を取りまとめていきたいですね。 

  （会長） 

   司会の方よりお話がありましたが、この会合の詳細をまとめていただいてということ

なので、地区代表の方がいらっしゃいますので、各地域に戻っていただいて、資料が出

てきた時点で、各区でお話をしていただいて、ＰＴＡの方もそうですが、集まりがあり

ましたらお話をしていただいて、周りの方に聞いて、次の会議のときにいろいろな意見

をまた持ち寄っていただいて、スピード感を持って次に進んでいけるような会合にして

いければと思います。今日の会議は終了したいなと思いますので、進行を事務局にお返

しします。 

 

 ６ 次回の予定 

   第２回の日程を５月下旬以降とし、後日調整することとした。また、時間帯は午後７

時、場所は白糸会館とすることに決定した。 

 

 ７ 閉会 

  （副会長） 

   皆様、本日は長時間にわたり議論いただきありがとうございました。今日の会議で小

学校を統合するということを、皆さん再度ちゃんとここに賛同していただいた方が確認

できました。今後、場所をどこにするかとか、短期的なスピード感を持った動きという

話の問題があると思いますけれども、まずはこどもたちの未来を考えるということで、

こどもたち目線でこどもたちが困らないような形で短期的なところがあっていければな

ということで、本日はお疲れ様でした。 


